
第
四
十
九
次
南
極
観
測
の
航
海
疑
似
体
験
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Ｊ
Ｒ
津
田
沼
駅
か
ら
東
京
湾
へ
向
っ
て
広
が
る
工
場
地
帯
を
抜
け
、
ビ
ー
ル
工
場
の
前
の
船
橋
港

の
埠
頭
に
元
南
極
観
測
船
「
し
ら
せ
」
が
係
留
さ
れ
て
い
る
。
七
月
初
め
そ
の
船
内
を
見
学
し
航
海

を
疑
似
体
験
し
た
。 

 

一
九
五
七
年
に
第
一
次
観
測
隊
が
「
宗
谷
」
で
南
極
に
到
達
し
昭
和
基
地
が
完
成
。
以
来
「
宗
谷
」

が
六
回
「
ふ
じ
」
が
十
八
回
、
そ
し
て
「
し
ら
せ
」
が
二
十
五
回
活
躍
し
第
四
十
九
次
南
極
観
測
を

最
後
に
退
役
し
た
。 

  

元
海
上
自
衛
隊
の
方
か
ら
当
時
の
記
録
映
像
も
使
っ
て
説
明
を
受
け
広
い
船
内
を
見
て
廻
っ
た
。 

 

し
ら
せ
（
一
一
六
〇
〇
㌧
）
は
、
一
般
の
乗
員
一
七
〇
名
を
乗
せ
平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
十

一
月
十
四
日
晴
海
ふ
頭
を
出
航
し
二
十
八
日
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
フ
リ
ー
マ
ン
ト
ル
港
に
入
港
し

た
。
こ
れ
と
は
別
に
観
測
隊
員
六
十
名
が
十
一
月
二
十
八
日
成
田
空
港
を
出
発
し
、
翌
二
十
九
日
に

合
流
し
乗
艦
し
た
。
生
鮮
品
等
を
積
込
み
、
十
二
月
三
日
南
極
に
向
け
て
出
航
し
、
五
日
に
南
緯
四

十
度
線
を
超
え
「
暴
風
圏
」
に
突
入
す
る
と
船
は
大
き
く
動
揺
す
る
。
暴
風
圏
を
乗
り
越
え
る
の
に

五
日
程
か
か
り
、
過
去
に
は
最
大
で
左
に
五
十
三
度
、
右
に
四
十
一
度
も
傾
い
た
こ
と
が
あ
る
そ
う

だ
。
尋
常
な
揺
れ
で
は
な
い
。 

 

艦
内
で
は
、
調
理
員
が
十
名
乗
船
し
毎
週
金
曜
は
「
し
ら
せ
カ
レ
ー
」
が
出
る
。
医
師
は
乗
船
す

る
け
れ
ど
、
理
容
師
は
い
な
い
の
で
隊
員
同
士
が
髪
を
切
る
「
恐
怖
の
タ
イ
ガ
ー
カ
ッ
ト
」
理
髪
室

が
用
意
さ
れ
て
い
た
。 

 

十
二
月
十
四
日
流
氷
域
に
入
る
と
「
白
夜
」
に
な
り
、
海
面
が
厚
い
氷
に
閉
ざ
さ
れ
た
世
界
が
二

十
四
時
間
見
渡
せ
る
。
し
ら
せ
は
厚
さ
一
・
五
㍍
の
砕
氷
能
力
を
も
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
の
厚

い
氷
は
、
操
舵
室
の
中
央
で
三
軸
の
ス
ク
リ
ュ
ー
を
操
作
し
、
鉄
板
の
厚
さ
四
十
五
㎜
の
船
体
を
バ

ッ
ク
さ
せ
、
最
大
馬
力
で
氷
に
体
当
た
り
し
乗
り
上
げ
、
自
重
で
氷
を
砕
く
。
こ
れ
を
千
五
百
回
近

く
繰
り
返
し
、
昭
和
基
地
へ
進
ん
で
行
っ
た
。 

  

元
南
極
観
測
船
は
現
在
「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｅ
」
と
い
う
名
称
に
変
わ
り
、
既
に
ス
ク
リ
ュ
ー
は
外

さ
れ
て
い
る
。
南
極
に
行
っ
た
こ
と
も
、
こ
れ
か
ら
行
く
こ
と
も
な
い
け
れ
ど
、
船
内
で
南
極
の
氷

に
手
で
触
れ
ら
れ
、
見
ど
こ
ろ
満
載
の
南
極
観
測
の
旅
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 


